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現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
我
国
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
の
華
々
し
い
導
入
と
展
開
の
過
程
は
、
一
九
五
五
年
秋
、
日
本
生
産
性
本
部
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
察
団
の
帰
国
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
戦
後
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
生
産
性
向
上
運
動
に
よ
っ
て
、
従
っ
て
客
観
的
に
は
そ
の
ご
の
技
術
革
新
を
軸
と
す
る
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
湛
大
な
過
剰
商
品
の
序
序
一
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
発
達
二
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
そ
の
消
費
者
中
心
志
向
A
．
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ソ
の
見
解
B
．
ハ
ン
セ
ン
の
見
解
C
．
ハ
ワ
ー
ド
の
見
解
D
．
マ
ッ
カ
ー
ツ
ー
の
見
解
E
．
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
見
解
要
約
三
、
戦
後
に
お
け
る
消
費
者
中
心
志
向
の
本
質
的
特
徴
む
す
び
保
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
田
五
九
芳
昭
430 
価
値
実
現
方
策
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
性
格
・
内
容
は
、
ま
さ
に
当
時
ア
メ
リ
カ
で
開
花
し
つ
つ
あ
っ
た
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
m
a
r
k
e
t
i
n
g
)
 
の
性
格
。
内
容
を
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
企
業
経
営
者
の
行
動
の
視
点
に
立
つ
統
合
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
、
製
品
計
画
、
価
格
決
定
、
阪
売
経
路
、
広
告
お
よ
び
販
売
促
進
、
更
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
論
、
戦
略
論
等
多
彩
で
あ
り
、
し
か
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
企
業
経
営
の
中
枢
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
と
り
わ
け
「
消
費
者
は
王
様
(
T
h
e
C
o
n
s
,
 
山
u
m
e
r
 is 
K
i
n
g
)」
な
る
標
語
に
典
型
的
に
表
現
さ
れ
、
展
開
は
、
ま
ず
も
っ
て
―
つ
の
思
想
改
善
運
動
の
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
図
個
別
資
本
の
立
場
か
ら
は
、
生
産
中
心
志
向
か
ら
消
費
者
な
い
し
顧
客
中
心
志
向
(
c
o
n
s
u
m
e
r
o
r
 c
u
s
t
o
m
e
r
 orientation) 
へ
の
転
換
、
社
会
的
に
は
消
費
者
中
心
主
義
な
る
危
機
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
、
展
開
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
技
術
を
こ
れ
に
よ
っ
て
武
装
さ
せ
、
こ
れ
が
導
入
と
消
費
者
中
心
志
向
な
い
し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
中
心
志
向
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
中
心
志
向
や
販
売
中
心
志
向
と
は
質
的
に
違
っ
た
も
⑪
 
の
と
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ば
、
ケ
イ
ス
(
R
.
J
•
K
e
i
t
h
)
は
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
革
命
(
m
a
r
k
e
t
i
n
g
revolution)
」
と
呼
び
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
の
中
心
に
存
在
す
る
の
は
も
は
や
会
社
で
は
な
く
、
今
日
で
は
顧
客
が
そ
の
中
心
に
存
在
す
る
」
と
考
え
、
こ
れ
を
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
と
い
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
か
か
る
志
向
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
、
咽
‘
‘
、
、
、
と
の
批
判
が
あ
る
し
か
し
な
が
ら
、
到
達
点
と
し
て
の
消
費
者
へ
の
単
な
る
志
向
ほ
商
品
生
産
に
は
当
然
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
、
、
、
、
、
、
、
今
日
的
い
み
で
の
消
費
者
中
心
志
向
と
い
う
も
の
は
や
は
り
以
前
と
は
相
違
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
こ
で
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
発
達
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
し
、
次
に
本
稿
の
主
題
を
検
討
し
、
最
後
に
消
費
者
中
心
志
向
の
本
質
的
特
徴
を
考
察
す
る
の
を
課
題
と
す
る
。
(
m
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
六
〇
431 
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
(41 (3) (2) 
ヽ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
発
達
一
八
九
0
年
代
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
こ
の
標
語
は
ダ
ニ
ニ
ル
・
デ
フ
ォ
(
D
a
n
i
e
l
D
e
f
o
e
)
 
!J.
帰
す
べ
き
と
い
わ
れ
て
い
る
。
S. 
S
t
r
a
n
d
,
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
,
 
1962, 
P.156. 
C.F. 
Phillips 
a
n
d
 
D.J•Duncan, 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 :
 pr
i
n
c
i
p
l
e
s
 
a
n
d
 m
e
t
h
o
d
s
,
 1956. 
P. 
48. 
六
本
稿
で
は
、
消
費
者
と
顧
客
を
同
義
語
と
解
釈
す
る
。
R.J•Keith,̂ 'The 
m
a
r
k
e
t
i
n
g
 r
e
v
o
l
u
t
i
o
n
"
 
(
J
o
u
r
n
a
l
 of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
.
 Vol.24•No.3 
Jan., 
1960. 
PP.35ff) 
F.J.Borch, 
"
T
h
e
 m
a
r
k
e
t
i
n
g
 p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 a
s
 a
 w
a
y
 of b
u
s
i
n
e
s
s
 
lifè
', 
in 
M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 
:
 pe
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
 
a
n
d
 v
i
e
w
p
o
i
n
t
s
,
 ed., 
b
y
 
E.J•Kelley 
a
n
d
 W
.
L
a
z
e
r
`
1
9
5
8
.
 P.19. 
我
々
の
主
題
は
、
戦
後
国
家
独
占
資
本
主
義
の
下
で
、
と
り
わ
け
、
五
0
年
代
に
な
っ
て
開
花
し
た
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
い
い
か
え
る
な
ら
ば
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
そ
の
消
費
者
中
心
志
向
の
検
討
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
歴
史
的
過
程
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(1) 
一
八
八
0
年
代
に
独
占
段
階
の
成
立
期
に
入
り
、
消
滅
し
、
一
九
0
三
年
末
ま
で
に
独
占
資
本
形
成
運
動
は
一
応
の
終
結
を
み
た
。
独
占
段
階
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
順
調
な
拡
大
を
示
し
て
き
た
国
内
市
場
も
販
売
上
幾
多
の
困
難
を
と
も
な
う
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
生
産
と
資
本
の
集
積
・
集
中
は
、
一
方
で
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
、
生
産
力
の
飛
躍
的
増
大
、
他
方
で
は
、
労
働
者
階
級
の
貧
困
化
、
独
占
価
格
等
に
み
ら
れ
る
生
産
能
力
と
消
費
能
力
の
社
会
的
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
、
過
剰
生
産
の
再
生
産
が
生
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
周
期
的
恐
慌
と
な
っ
て
発
現
す
る
。
個
別
経
済
的
に
ほ
、
独
占
資
本
間
競
争
、
市
場
支
配
の
た
め
の
激
烈
な
競
争
が
展
開
す
る
。
か
か
る
市
場
問
題
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発
生
の
一
般
的
基
盤
で
あ
る
。
独
占
段
階
に
お
け
る
か
か
る
市
場
問
題
を
中
心
と
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
主
体
は
、
も
と
432 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
独
占
段
階
に
お
い
て
市
場
問
題
の
激
化
に
対
処
す
る
独
占
資
本
が
最
大
限
の
利
澗
の
追
求
を
目
的
と
し
て
行
う
「
効
果
的
・
科
学
的
」
な
価
値
実
現
の
た
め
の
諸
方
策
の
総
称
で
あ
る
。
さ
て
、
我
々
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
論
の
研
究
史
を
大
体
次
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
と
思
う
。
第
一
期
、
独
占
の
確
立
か
ら
大
恐
慌
ま
で
。
第
二
期
、
大
恐
慌
か
ら
第
二
次
大
戦
ま
で
。
第
三
期
、
第
二
次
大
戦
以
降
。
（
次
節
）
岡
第
一
期
は
、
独
占
の
確
立
に
よ
っ
て
市
場
問
題
・
販
売
問
題
が
激
化
し
は
じ
め
る
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
独
占
間
競
争
が
舞
台
の
中
心
と
な
り
、
種
々
の
方
策
が
形
成
さ
れ
、
研
究
史
上
で
は
A
。
W
・
シ
ョ
ウ
の
体
系
的
研
究
、
さ
ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
原
理
書
が
そ
の
末
期
に
出
現
す
る
時
期
で
あ
り
、
社
会
的
に
は
、
第
一
次
大
戦
と
全
般
的
危
機
の
第
一
段
階
第
一
・
ニ
期
を
ふ
く
む
大
恐
慌
に
至
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
生
産
過
程
の
合
理
化
ー
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
化
さ
れ
た
大
量
商
品
の
強
圧
的
販
売
を
中
心
課
題
と
す
る
。
全
国
広
告
、
製
品
差
別
化
、
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
よ
り
独
占
的
産
業
資
本
で
あ
る
。
独
占
段
階
に
な
お
多
数
存
在
を
許
容
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
、
卸
・
小
売
業
も
独
占
と
の
競
争
お
よ
ぴ
相
互
間
の
競
争
に
直
面
し
、
あ
る
程
度
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
、
、
、
畜
ヽ
山
ま
で
も
「
自
衛
的
立
場
か
ら
お
こ
な
わ
さ
れ
る
お
し
つ
け
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
」
に
す
ぎ
ず
、
本
格
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
な
図
し
え
な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
科
学
的
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
主
体
は
独
占
的
産
業
資
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
最
大
限
の
利
潤
獲
得
に
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
目
的
達
成
手
段
と
し
て
位
置
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ー
に
よ
る
標
準
化
、
単
純
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、
信
用
販
売
、
中
間
商
人
の
9 . .,、
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現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
排
除
等
が
そ
の
中
心
手
段
と
な
り
、
こ
こ
で
は
消
費
者
の
意
向
を
基
本
的
に
は
無
視
し
た
政
策
が
遂
行
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
囚
第
一
期
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
は
、
バ
ー
ト
ル
ス
(R.Bartels)
の
い
う
「
発
見
の
時
代
」
に
は
じ
ま
る
。
の
時
期
は
、
配
給
諸
問
題
の
認
識
と
自
覚
の
時
期
で
あ
り
、
広
告
に
か
ん
す
る
ス
コ
ッ
ト
(
W
•
D
.
S
c
o
t
t
)
、
コ
ル
キ
ン
ス
(
E
.
E
.
C
a
l
k
,
⑥
 
ins)
信
用
に
か
ん
す
る
プ
レ
ン
ダ
ー
ガ
ス
ト
(
W
.
A
.
P
r
e
n
d
e
r
g
a
s
t
)
、
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
に
か
ん
す
る
ェ
ス
ク
ブ
ル
ッ
ク
(
P
.
L
.
E
s
t
a
b
閻
r
o
o
k
)
等
の
研
究
が
み
ら
れ
た
。
続
く
一
0
年
代
、
二
0
年
代
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
的
諸
概
念
の
多
く
が
結
晶
さ
れ
、
商
品
別
、
機
能
的
、
制
度
的
接
近
が
認
め
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
思
想
の
統
合
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
代
表
的
人
物
は
、
19 
シ
ョ
ウ
(
A
.
W
.
S
h
a
w
)
で
あ
り
、
か
れ
の
「
市
場
配
給
の
若
干
問
題
」
は
、
二
0
年
代
の
代
表
的
学
皿
者
ク
ラ
ー
ク
(F.E.
C
l
a
r
k
)
等
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
今
日
な
お
価
値
高
き
研
究
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ウ
は
ul 
「
先
駆
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
家
」
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
シ
ョ
ウ
の
研
究
は
企
業
家
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
、
企
業
諸
活
動
、、
を
統
一
す
る
科
学
的
原
理
を
求
め
、
共
通
の
本
質
的
要
素
を
動
作
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
諸
活
動
を
機
能
的
に
分
類
せ
ん
と
し
た
。
こ
こ
に
ー
ま
た
の
ち
の
学
者
の
諸
研
究
に
も
み
ら
れ
る
ー
テ
イ
ラ
ー
の
科
学
的
管
理
法
の
適
用
が
み
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、
生
産
能
力
の
い
ち
じ
る
し
い
発
展
に
対
応
す
べ
き
配
給
問
題
の
解
決
が
今
や
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
⑫
 
約
的
耕
作
」
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
需
要
創
遥
で
あ
り
、
人
間
欲
望
の
開
拓
を
も
い
み
す
る
。
我
々
が
更
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
者
の
有
効
需
要
は
、
一ノ‘
「
従
っ
て
市
場
は
地
理
的
部
門
と
同
様
に
経
済
的
・
社
会
的
階
層
に
分
け
「
個
別
的
消
費
一
般
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
手
段
に
よ
る
配
給
過
程
の
合
理
化
が
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
0
0ー
一
0
年
「
既
存
市
場
の
一
層
集
シ
ョ
ウ
が
消
費
者
の
支
配
的
影
響
を
重
視
し
、
消
費
者
の
有
効
需
要
に
つ
い
て
、
た
ん
に
か
れ
の
購
買
力
の
み
な
ら
ず
か
れ
の
教
育
、
性
格
、
習
慣
及
び
経
済
的
、
社
会
的
環
境
か
ら
生
ず
る
意
識
e
 
的
・
潜
在
的
必
要
に
依
存
す
る
」
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
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閥
ら
れ
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
か
る
主
張
は
、
今
日
の
消
費
者
分
析
、
需
要
分
析
、
市
場
細
分
化
の
端
緒
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
ク
ラ
ー
ク
は
社
会
経
済
的
視
点
に
立
つ
が
、
右
の
問
題
に
か
ん
し
て
、
s
 
u
 
る
」
と
い
い
、
「
多
く
の
商
品
は
消
費
者
に
よ
っ
て
と
く
に
望
ま
れ
て
は
い
な
い
が
消
費
者
が
注
目
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
ね
ば
な
暉
ら
な
い
。
ま
た
商
品
に
対
す
る
欲
望
は
か
れ
ら
が
購
買
す
る
以
前
に
創
造
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
る
。
欲
望
の
創
造
が
問
題
un 
と
な
る
の
は
「
消
費
者
需
要
の
弾
力
性
(elasticity)
は
欲
望
の
強
度
と
所
得
の
範
囲
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と
考
え
る
か
ら
で
あ
以
上
み
た
よ
う
な
、
「
需
要
の
創
造
」
「
欲
望
の
創
造
」
な
る
概
念
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ば
「
既
存
市
場
の
一
層
集
約
的
耕
作
」
曲
と
考
え
る
見
地
か
ら
当
然
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
消
費
者
操
縦
」
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
消
費
者
志
向
の
進
ん
だ
展
開
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
代
の
消
費
者
中
心
志
向
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
(
M
.
T
.
C
o
p
e
l
a
n
d
)
~
消
費
者
の
購
買
動
機
の
研
究
を
し
て
お
り
、
一
九
二
九
年
に
は
マ
ー
チ
ャ
ン
閾
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
重
視
す
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
(
M
r
s
.
C
.
F
r
e
d
e
r
i
c
k
)
、
消
費
者
研
究
の
ナ
イ
ス
ト
ロ
ー
ム
(
P
.
H
•
N
y
s
t
r
o
m
)
の
研
究
が
み
ら
れ
る
。
「
需
要
創
造
の
目
的
は
需
要
の
方
向
を
統
制
す
る
こ
と
で
あ
四
磁
以
上
の
外
に
主
要
な
も
の
と
し
て
、
バ
ト
ラ
ー
(
R
.
S
.
B
u
t
l
e
r
)
、
ウ
ェ
ル
ド
(
L
•
D
•
H
.
W
e
l
d
)
、
チ
ェ
リ
ン
グ
ト
ソ
(
P
.
T
.
C
h
e
r
i
n
,
閥
閲
｀
g
t
o
n
)
、
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
(
M
.
T
.
C
o
p
e
l
a
n
d
)
、
更
に
初
め
て
「
原
理
」
と
名
付
け
た
書
物
を
出
し
た
ア
イ
ヴ
ィ
(
P
.
W
.
I
v
e
y
)
、
コ
ン
闘
バ
ー
ス
(
P
.
D
.
C
o
n
v
e
r
s
e
)
、
等
の
研
究
が
あ
る
。
第
二
期
は
大
恐
慌
に
始
ま
る
全
般
的
危
機
の
第
一
段
階
第
三
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
戦
争
準
備
と
戦
争
へ
つ
な
が
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
六
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（
保
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的
遊
休
化
を
も
た
ら
し
、
六
五
一
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
時
期
を
中
心
と
す
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
は
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
、
、
、
ン
グ
は
何
よ
り
も
国
家
と
密
接
な
結
合
関
係
を
も
っ
て
登
場
す
る
時
期
で
あ
る
。
第
一
期
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
手
段
が
強
力
に
展
開
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
原
理
書
が
出
版
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
未
曽
有
の
大
恐
慌
は
危
大
な
失
業
常
備
軍
と
機
械
設
備
の
慢
性
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
独
占
資
本
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
重
要
視
さ
れ
、
本
格
的
に
展
開
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
は
経
済
活
動
に
広
汎
な
寵
接
干
渉
を
行
な
い
、
ま
た
国
家
資
本
に
よ
る
企
業
活
動
も
行
っ
た
。
は
、
一
方
で
、
N
.
I
.
R
.
A
の
定
め
る
公
正
競
争
典
範
(
C
o
d
e
of 
Fair Competition)
に
よ
る
新
生
産
設
備
の
制
限
、
生
産
の
割
当
、
取
引
の
規
制
、
売
買
条
件
の
統
一
、
価
格
統
制
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
規
制
を
行
な
い
、
ま
た
他
方
で
は
、
国
家
に
よ
る
購
買
力
の
補
給
政
策
と
し
て
「
A
.
A
.
A
に
よ
る
農
民
購
買
力
の
増
大
、
N
.
I
.
R
.
A
に
よ
る
最
高
労
働
時
間
、
最
低
賃
金
制
、
Sp'
閥
e
n
d
i
n
g
 P
r
o
g
r
a
m
に
よ
る
雇
傭
増
大
な
ど
」
を
実
施
し
た
。
国
家
独
占
資
本
主
義
の
か
か
る
政
策
も
、
決
し
て
十
分
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
独
占
の
強
化
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
消
費
者
の
抵
抗
で
あ
る
「
消
費
者
運
動
」
の
高
揚
期
で
も
あ
る
。
「
消
費
者
研
究
所
」
(
C
o
n
s
u
m
e
r
s
'
R
e
s
e
,
a
r
c
h
 Inc. 1
9
2
9
)
の
卒
｛
展
や
「
合
衆
国
消
費
者
連
盟
」
(
C
o
n
s
u
m
e
r
s
U
n
i
o
n
 
of 
U.S. 
Inc. 1
9
3
6
)
の
設
立
が
あ
り
、
政
府
も
、
消
費
者
保
護
の
た
め
に
種
々
の
行
政
を
一
応
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
消
費
者
省
設
置
案
の
不
成
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
本
格
閲
的
な
も
の
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
消
費
者
教
育
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
「
三
十
年
代
を
通
じ
て
多
く
の
定
期
刊
行
物
が
消
費
者
問
題
に
捧
げ
ら
れ
、
…
…
一
般
雑
誌
は
大
き
く
消
費
者
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
記
事
を
広
げ
た
。
」
か
か
る
消
費
者
の
抵
抗
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
い
か
に
影
響
し
た
か
に
つ
い
て
、
我
々
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
ゞ
そ
の
効
果
の
一
っ
と
し
て
、
消
費
者
を
し
て
企
業
に
対
し
g
 
懐
疑
的
・
批
判
的
態
度
を
と
ら
せ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
三
0
年
代
に
入
っ
て
市
場
調
査
が
発
展
し
、
と
り
わ
け
、
後
半
に
ほ
広
汎
に
官
庁
や
大
学
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
や
消
費
者
研
究
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
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テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
畜
、
、
、
、
、
、
か
か
る
い
み
で
消
費
者
中
心
主
義
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
嗚^“り
過
程
に
ま
で
侵
入
し
、
-, 
コ
ミ
シ
ュ
(
N
•
H
·
C
o
m
i
s
h
)
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
が
生
産
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
企
業
の
全
生
産
計
画
の
態
様
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
主
張
、
従
っ
て
マ
ー
閲
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
「
高
姿
勢
か
ら
低
姿
勢
へ
の
転
換
」
を
こ
の
期
に
求
め
る
こ
と
は
我
々
に
は
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
。
バ
ー
ト
ル
ス
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
こ
の
時
期
で
は
「
主
に
販
売
や
小
売
水
準
で
起
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
，
新
し
い
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
m5
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
生
産
者
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
問
題
は
何
が
支
配
的
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
我
々
は
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
時
期
は
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
原
理
書
が
多
く
改
訂
さ
れ
、
ま
た
出
版
さ
れ
た
。
製
品
研
究
f
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
(C.F.Phillips)
の
消
費
者
研
究
、
プ
ラ
イ
ヤ
ー
(
R
F
.
B
r
e
y
e
r
)
の
制
度
的
研
究
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
皿
研
究
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
(
R
S
.
A
l
e
x
a
n
d
e
r
)
等
の
研
究
が
み
ら
れ
、
市
場
調
査
や
広
告
等
の
研
究
分
野
も
大
き
な
発
展
を
示
し
た
。
以
上
我
々
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
第
一
・
ニ
期
を
極
め
て
大
雑
把
で
あ
る
が
み
て
き
た
。
次
第
に
豊
富
化
し
多
彩
と
な
り
、
と
く
に
第
二
期
に
入
っ
て
原
理
論
が
多
数
登
場
し
本
格
的
展
開
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
シ
ョ
ウ
以
四
来
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
に
お
け
る
消
費
者
研
究
は
高
ま
る
傾
向
を
示
し
、
と
り
わ
け
第
二
期
そ
れ
も
一
九
三
三
年
以
来
顕
著
に
な
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
の
ち
に
み
る
現
代
の
消
費
者
中
心
志
向
と
は
異
な
る
、
消
費
者
志
向
の
増
大
過
程
を
示
す
も
の
と
把
握
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
消
費
者
中
心
主
義
の
強
調
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
次
元
の
問
題
で
あ
っ
て
、
現
代
独
占
資
本
が
採
、
、
、
、
、
用
す
る
消
費
者
中
心
志
向
と
は
相
互
関
連
す
る
と
は
い
え
、
こ
れ
を
区
別
し
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
か
か
る
区
別
の
認
識
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
研
究
の
内
容
は
、
に
立
っ
て
は
じ
め
て
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
消
費
者
中
心
志
向
を
全
面
的
に
把
握
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。
柏
尾
昌
哉
『
配
給
問
題
』
―
―
二
頁
こ
の
点
に
つ
い
て
は
中
小
企
業
の
資
本
カ
・
組
織
カ
・
従
属
性
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
一
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
が
あ
る
。
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U9) (18)(1り(16)(15)
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
ク
ン
ト
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
経
費
が
か
な
り
高
い
こ
と
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
利
用
し
た
く
と
も
手
が
届
か
な
い
悩
み
が
多
い
。
…
・
・
・
一
流
コ
ン
サ
ル
ク
ン
ト
で
は
勤
務
し
た
日
に
応
じ
て
一
日
一
五
0
ド
ル
見
当
、
旅
費
は
依
頼
者
が
別
に
負
担
」
武
山
泰
雄
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
』
一
九
六
頁
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
の
始
ま
り
を
ほ
ぼ
一
九
0
0年
に
求
め
る
見
解
は
、
G.
S
c
h
w
a
r
t
z
,
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of M
a
r
k
e
t
i
n
g
 T
h
e
o
r
y
,
 
薔
3.
P.1., 
R
.
 Bartels, T
h
e
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 T
h
o
u
g
h
t
,
 1962. 
P.12. 
U.指
＃
憫
さ
4い
て
い
る
。
R
.
 Bartels, 
Ibid,, 
P.1
器
．
橋
本
勲
「
R
.. ^
ー
ト
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
の
発
展
」
W
.
D
.
 Scott, 
T
h
e
o
r
y
 of A
d
v
e
r
t
i
s
i
n
g
,
 
1903. 
E•E. 
C
a
l
k
i
n
s
 a
n
d
 
R•Holden, 
M
o
d
e
r
n
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d
v
e
r
t
i
s
i
n
g
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1905. 
W
.
A
.
 P
r
e
n
d
e
r
g
a
s
t
`
C
r
e
d
i
t
 a
n
d
 Its 
U
s
e
s
,
 1906. 
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S
c
i
e
n
c
e
 of S
a
l
e
s
m
a
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s
h
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p
`
1
9
0
4
.
 
A
.
W
.
 S
h
a
w
,
 S
o
m
e
 P
r
o
b
l
e
m
s
 in 
M
a
r
k
e
t
 Distribution, 
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M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1922. 
p
r
e
f
a
c
e
 vi. 
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G. S
c
h
w
a
r
t
z
,
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of M
a
r
k
e
t
i
n
g
 T
h
e
o
r
y
,
 1963. 
P.85. 
A
.
W
.
 S
h
a
w
,
 S
o
m
e
 P
r
o
b
l
e
m
s
 in 
M
a
r
k
e
t
 Distribution, 
1915. 
P.43. 
Ibid. 
P.100. 
F.E. 
Clark, Principles of M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1922. 
P.13. 
Ibid, 
P.12. 
Ibid, 
P.417. 
荒
川
祐
吉
『
現
代
配
給
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二
五
頁
M
.
T
.
 C
o
p
e
l
a
n
d
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 Principles of M
e
r
c
h
a
n
d
i
s
i
n
g
,
 1926. 
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ャ
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茶
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y
r
k
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h
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m
p
t
i
o
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R.S. 
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d
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e
l
d
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h
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a
r
k
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n
g
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a
r
m
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P.T. 
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h
e
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l
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.
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n
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P
.
W
.
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r
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{42) (41) (40) (39) (38)(3り
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
(35) (34) (3） 
(36) 
二、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
そ
の
消
費
者
中
心
志
向
Journal of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
第
一
巻
第
一
号
以
下
を
み
よ
。
森
下
二
次
也
、
「
前
掲
論
文
」
二
四
頁
、
論
理
と
し
て
は
一
応
理
解
し
う
る
が
一
層
の
論
証
が
問
題
で
あ
る
。
三
浦
信
『
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
』
ニ
ニ
頁
。
R. Bartels, T
h
e
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of M
a
r
k
e
t
i
n
g
 T
h
o
u
g
h
t
,
 1962. 
P.214. 
N•H. 
C
o
m
i
s
h
.
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
 M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
d
 G
o
o
d
s
,
 1935. 
C•F. 
Phillips, 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1938. 
R.F. 
B
r
e
y
e
r
,
 T
h
e
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
 Institution, 
1934. 
R.S. 
A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
 F
.
M
.
 Surface, 
R.F. E
l
d
e
r
 a
n
d
 
W. A
l
d
e
r
s
o
n
,
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1940. 
C
》F.
Phillips, 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 1938, 
PP.652ff. 
六
九
先
に
指
摘
し
た
第
三
期
の
第
二
次
大
戦
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
様
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
を
総
合
統
一
し
て
斉
合
的
な
知
識
体
系
を
ま
と
め
上
げ
る
た
め
の
原
理
追
究
の
努
力
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
四
五
年
コ
ン
バ
ー
ス
(P.O.
C
o
n
v
e
r
s
e
)
に
よ
る
論
文
を
端
緒
と
し
、
一
九
四
八
年
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
求
め
て
」
と
い
う
オ
ル
ダ
ー
ソ
ン
と
コ
ッ
ク
12
閻
ス
(
W
.
A
l
d
e
r
s
o
n
a
n
d
 R
.
C
o
x
)
の
論
文
を
契
機
と
し
て
は
な
ば
な
し
く
展
開
さ
れ
た
。
か
か
る
論
争
を
経
て
登
場
し
て
き
た
の
が
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
(
M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
M
~
r
k
e
t
i
n
g
)
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
、
経
営
者
行
動
の
視
点
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
活
動
の
統
合
を
め
ざ
す
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
で
あ
り
、
消
費
者
中
心
志
向
(
c
o
n
s
u
m
e
r
 o
r
i
e
n
t
a
t
i
o
n
)
を
軸
i
に
4
二
企
業
活
動
が
展
開
す
べ
き
主
体
的
行
動
の
論
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
●
「
古
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
14 
論
と
ち
が
っ
て
、
単
に
販
売
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
投
資
計
画
、
製
品
計
画
、
人
事
計
画
を
も
含
ん
だ
体
系
的
計
画
的
な
も
4“° 
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
~
 
ー．． 図
か
か
る
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
現
代
に
お
け
る
支
配
的
潮
流
か
ら
考
え
て
、
我
々
は
こ
れ
を
「
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
我
々
の
問
題
と
す
る
、
消
費
者
中
心
志
向
に
つ
い
て
は
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
出
発
時
、
、
、
、
、
岡
点
以
前
に
も
そ
れ
な
り
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
て
、
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
は
、
荒
川
教
授
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
の
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
(
P
.
J
•
V
e
r
d
o
o
m
)
m
 
の
論
文
、
同
年
の
ハ
ン
セ
ン
(
H
•
L
•
H
a
n
s
e
n
)
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
体
系
、
更
に
一
九
五
七
年
の
オ
ル
ダ
ー
ソ
ン
（
.
A
l
d
e
r
s
o
n
)
圃
の
組
織
さ
れ
た
行
動
体
系
の
理
論
を
基
礎
に
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
動
と
経
営
者
行
為
の
研
究
、
同
年
の
ハ
ワ
ー
ド
(
J
.
A
•
H
o
w
a
,
r
d
)
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
に
よ
っ
て
成
立
し
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
展
開
し
て
、
一
九
五
八
年
の
ケ
リ
ー
、
レ
ザ
ー
(
E
.
J
.四
K
e
l
l
e
y
 a
n
d
 W
.
L
a
z
e
r
)
の
編
集
に
よ
る
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
る
論
文
集
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
⑬
 
そ
の
ご
、
一
九
六
0
年
に
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
(
E
.
J
.
M
c
C
a
r
t
h
y
)
に
よ
る
基
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
一
九
六
一
年
に
は
レ
ゾ
ー
、
叫
コ
ー
ビ
ン
(
H
.
L
a
z
o
 a
n
d
 A
.
C
o
r
b
i
n
)
 
bl
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
六
二
年
に
は
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
論
文
集
、
一
九
六
三
年
に
は
ハ
ワ
ー
ド
の
管
理
論
が
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
さ
れ
た
。
一
九
六
四
年
に
は
オ
ル
ダ
ー
ソ
ン
と
グ
リ
ー
ン
(
W
`
•
四
A
l
d
e
r
s
o
n
 a
n
d
 
P•E.Green) 
bl
よ
る
計
画
と
問
題
解
決
が
出
版
さ
れ
、
同
年
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
改
訂
版
を
み
る
に
至
っ
た
。
我
々
は
、
右
の
よ
う
な
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
急
速
な
発
展
の
中
で
、
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
、
ハ
ン
セ
ン
、
ハ
ワ
ー
ド
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
お
よ
び
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
五
者
の
研
究
を
と
り
あ
げ
、
各
々
の
論
旨
を
検
討
し
、
消
費
者
中
心
志
向
と
の
関
連
P.O. 
Converse, "
T
h
e
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 of 
a
 Science of Marketing'‘•(Journal 
of Marketing. Vol.X,No•1, 
Julỳ
1945) 
W. Alderson a
n
d
 R:cox, "
T
o
w
a
r
d
s
 a
 Th
e
o
r
y
 of 
Marketing", (Journal of Marketing. Vol. XIII, No.2, O
c
t
•
•
1
ぼ
8
.
固
の
で
あ
る
点
に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
」
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
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E.T.Grether, R.Cox, M
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n
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 in 
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e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
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,
 1952. 
PP. 676 
ff. 
P.J. 
Verdoorn. "
M
a
r
k
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n
g
 f
r
o
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view",(Journal of 
marketing, V
o
l
.
X
X
 No.3, Jan, 1956. 
PP.221~235) 
H.L. 
H
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n
s
e
n
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 Marketing, Text, Cases, a
n
d
 Readings, 
1956. 
W
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 Alderson, M
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 E
x
e
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v
e
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1957. 
J.A. 
H
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w
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d
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k
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i
n
g
 M
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n
a
g
e
m
e
n
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 Analysis a
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1957. 
E.J. 
Kelley a
n
d
 W.Lazer, ed., M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 M
a
r
k
e
t
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n
g
:
 
perspectives a
n
d
 viewpoints, 
1958. 
捩
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湿
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く
嵐
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E.J. 
M
c
C
a
r
t
h
y
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M
a
r
k
e
t
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n
g
:
 
A
 M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 A
p
p
r
o
a
c
h
,
 1960. 
H. L
a
z
o
 a
n
d
 A. 
Corbin, M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 in 
Marketing, 
1961. 
W
.
 A
l
d
e
r
s
o
n
 a
n
d
 P.E. 
Green, Planning a
n
d
 P
r
o
b
l
e
m
 Solving in 
Marketing, 1964 
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察
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楽
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“ム2
(P.J. V
e
r
d
o
o
r
n
)
の
論
文
「
M
a
r
k
e
t
i
n
g
f
r
o
m
 t
h
e
 producer's point of view,1956.」
は
、
経
済
理
論
と
く
に
企
業
の
理
論
に
立
脚
し
て
、
生
産
者
の
親
点
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
過
程
に
お
け
る
行
動
の
理
論
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
論
」
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
は
「
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
た
は
使
用
者
へ
の
財
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
Il 
を
規
制
す
る
政
策
作
成
者
(policy
m
a
k
e
r
)
の
諸
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
。
彼
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
政
策
図
を
決
定
す
る
さ
い
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
数
の
要
因
を
一
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。
第
一
は
、
企
業
に
と
っ
て
利
用
で
き
る
可
能
性
(possibilities)
で
あ
る
。
そ
れ
は
山
技
術
的
能
力
、
③
労
働
力
と
原
料
、
③
組
織
的
能
力
、
④
金
融
能
力
を
ふ
く
む
。
第
二
は
、
企
業
の
目
的
(objectives)
で
あ
る
。
諸
目
的
の
中
で
も
根
本
目
的
は
現
在
利
潤
の
極
大
化
で
あ
り
、
他
の
二
次
的
目
的
と
し
て
は
、
山
市
場
に
お
け
る
自
己
の
領
域
の
維
持
・
拡
大
、
図
潜
在
的
競
争
者
の
抑
制
、
③
企
業
内
支
配
権
の
維
持
‘
④
P
R
の
維
持
、
固
倫
理
基
準
の
保
持
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
の
可
能
性
と
こ
の
二
次
的
目
的
は
境
界
諸
条
件
(
b
o
u
n
d
a
r
y
conditions)
を
構
成
す
る
。
第
三
は
、
企
業
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
(
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
価
格
、
③
品
質
、
③
販
売
促
進
努
力
、
④
配
給
経
路
、
固
生
産
品
目
の
五
つ
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
手
段
の
間
に
代
替
関
係
を
み
と
め
、
そ
の
組
合
せ
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
（
m
a
r
k
e
t
i
n
g
 m
i
x
)
」
と
呼
ん
で
い
る
。
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
企
業
目
的
、
境
界
諸
条
件
、
か
く
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
が
基
本
的
構
成
要
因
を
な
す
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
に
と
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
の
中
心
問
題
は
「
未
来
利
潤
お
よ
び
利
用
可
能
方
法
の
制
約
に
か
か
わ
る
種
々
の
境
界
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
最
も
高
い
現
在
利
潤
を
確
保
す
る
よ
う
な
方
法
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
図
ミ
ッ
ク
ス
を
構
成
す
る
五
つ
の
手
段
を
い
か
に
組
合
せ
る
か
で
あ
る
。
」
求
め
ら
れ
る
べ
き
は
か
か
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
A
、
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
の
見
解
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
七
443 
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諭
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
一
定
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
が
最
も
能
率
的
に
操
作
さ
れ
る
方
法
に
か
ん
す
る
問
題
は
、
次
の
二
つ
の
柱
囚
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
顧
客
の
側
に
お
け
る
既
存
の
、
あ
る
い
は
潜
在
的
な
選
好
、
図
会
社
の
究
極
的
資
産
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
か
ら
み
た
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
究
極
的
資
産
(ultimate
assets)
と
は
、
例
え
ば
、
技
術
的
知
識
、
良
好
な
p
.
R、
有
効
な
広
告
、
比
較
的
低
価
格
で
売
り
う
る
事
実
、
正
し
い
小
売
商
の
選
択
等
で
あ
る
。
彼
は
最
後
に
、
か
か
る
能
率
問
題
を
も
ふ
く
め
て
、
伝
統
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
の
枠
を
こ
え
た
全
体
的
・
体
系
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
監
査
(
m
a
r
k
e
t
i
n
g
固
audit)
の
必
要
を
主
張
す
る
。
以
上
が
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
概
略
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
論
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
戦
略
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
期
待
す
る
消
費
者
中
心
志
向
は
こ
こ
に
明
確
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
ミ
ッ
ク
ス
の
運
営
に
か
ん
し
て
、
顧
客
選
好
が
ヽ
問
題
と
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
境
界
諸
条
件
と
諸
目
的
に
規
定
さ
れ
た
手
段
組
合
せ
論
も
、
そ
の
対
象
の
明
確
化
と
そ
れ
、
、
、
、
、
と
の
関
連
性
の
展
開
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
は
不
十
分
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
消
費
者
中
心
志
向
が
明
確
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
論
は
、
そ
れ
を
展
開
せ
し
め
る
内
在
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
経
営
者
の
視
点
に
立
つ
統
合
的
ミ
ッ
ク
ス
論
は
も
と
よ
り
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
(
H
.
L
•
H
a
n
s
e
n
)
の
著
書
「
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
消
費
者
市
場
を
と
り
あ
げ
、
第
二
章
以
下
、
製
品
政
策
、
流
通
経
路
、
広
告
、
人
的
販
売
、
価
格
決
定
、
販
売
計
画
等
、
全
七
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
B
、
に
外
な
ら
な
い
。
ハ
ン
セ
ン
の
見
解
七
T
e
x
t
,
 Cases, a
n
d
 Readings,1956.
」
は
、
経
営
者
的
接
近
方
法
を
と
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さ
て
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
消
費
者
の
欲
求
を
発
見
し
、
製
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
明
細
書
の
中
に
そ
れ
を
と
り
入
れ
る
過
程
で
あ
り
、
そ
こ
で
ま
す
ま
す
多
く
の
消
費
者
に
ま
す
ま
す
多
く
の
製
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
う
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
定
義
は
、
明
ら
か
に
消
費
者
中
心
志
向
(
c
o
n
s
u
m
e
r
orientation)
の
見
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
に
と
っ
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
生
産
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
て
、
両
者
は
分
離
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
接
点
は
消
費
者
の
使
用
明
細
書
(
c
o
n
s
u
m
e
r
-
u
s
e
specification)
に
求
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
原
料
や
種
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
種
の
生
産
作
業
も
こ
の
明
細
書
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
会
社
全
体
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
見
地
か
ら
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
に
と
っ
て
、
消
費
者
重
視
の
見
地
は
、
定
義
の
後
段
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
消
費
者
の
生
活
水
準
を
引
上
げ
る
こ
と
に
ま
で
発
展
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ハ
ン
セ
ン
が
マ
ザ
ー
(Paul
M
a
z
u
r
)
の
「
生
活
水
準
の
配
達
(the
delivery of 
17 
a
 s
t
a
n
d
a
r
d
 of 
life)
」
介
h
る
守
牛
義
を
冒
頭
に
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
は
、
こ
う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
の
理
解
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
、
最
終
消
費
者
市
場
を
と
り
あ
げ
る
。
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
こ
五
十
年
間
に
生
活
様
式
に
革
命
が
起
っ
て
お
り
、
こ
こ
十
年
間
に
ま
す
ま
す
多
く
の
消
費
者
が
多
く
の
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
き
た
。
最
終
消
費
者
市
場
は
、
性
別
、
年
令
、
人
種
、
文
化
、
宗
教
な
ど
種
々
の
人
々
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
職
業
、
居
住
地
、
所
得
等
に
つ
い
て
も
種
々
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
タ
ー
に
と
っ
て
こ
の
人
口
の
種
々
の
特
徴
は
重
要
で
あ
る
。
「
た
と
え
ば
、
衣
料
製
造
業
者
は
人
口
の
増
加
に
最
も
関
心
が
あ
る
う
し
、
生
命
保
険
会
社
は
家
族
構
成
に
、
耐
久
消
費
財
の
売
手
は
囮
世
帯
の
構
成
に
関
心
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
更
に
、
購
買
動
機
と
購
買
慣
習
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
人
は
な
ぜ
、
い
か
に
買
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
製
品
を
使
用
す
る
人
、
買
う
こ
と
を
す
す
め
る
人
、
買
う
こ
と
を
決
定
す
る
人
、
実
際
に
買
う
⑨
 
人
等
が
関
係
す
る
。
こ
の
た
め
に
市
場
調
査
が
重
要
な
役
割
を
果
す
。
市
場
調
査
は
一
九
三
0
年
代
に
一
般
化
す
る
が
、
戦
後
に
お
い
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
や
深
層
面
接
法
の
発
展
を
み
る
。
ハ
ン
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諭
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
ハ
ン
セ
ン
に
よ
れ
七
四
ム45
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
以
上
、
要
す
る
に
、
ハ
ソ
セ
ン
は
消
費
者
研
究
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
こ
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
製
品
政
策
、
流
通
経
路
、
広
告
、
人
的
販
売
、
価
格
、
販
売
計
画
が
体
系
的
に
論
述
さ
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
や
は
り
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
製
品
政
策
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
製
品
政
策
(
p
r
o
d
u
c
t
policy)
と
は
本
質
的
に
は
生
産
能
力
と
生
産
可
能
性
を
消
費
者
需
要
に
調
整
す
る
皿
こ
と
で
あ
る
。
」
売
手
は
ま
ず
何
を
、
ど
の
く
ら
い
、
い
つ
つ
く
る
べ
き
か
、
再
販
売
業
者
は
何
を
、
ど
れ
だ
け
、
い
つ
仕
入
れ
る
べ
き
皿
か
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
「
第
一
に
買
手
の
欲
求
に
左
右
さ
れ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
競
争
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
消
費
者
の
欲
求
に
よ
っ
て
ま
ず
第
一
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
は
、
こ
の
著
書
の
日
本
版
へ
の
序
言
の
中
で
、
こ
の
点
に
か
ん
し
て
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
の
現
代
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
七
五
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
」
（
つ
く
っ
た
も
の
を
売
る
）
と
い
う
概
念
よ
り
も
、
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
」
（
売
れ
る
も
の
を
つ
く
る
）
と
い
う
概
念
に
立
脚
し
て
い
る
。
後
者
の
概
念
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
慎
重
に
消
費
者
の
欲
求
を
探
し
求
め
、
こ
れ
ら
の
欲
求
に
適
合
す
る
明
細
書
を
作
成
し
、
さ
ら
に
適
切
な
量
を
適
切
な
時
期
に
生
産
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
あ
る
会
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
と
は
、
工
場
で
何
を
実
施
す
べ
き
か
を
伝
達
す
る
知
的
な
組
織
を
意
味
す
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
」
シ
ス
テ
ム
四
に
基
づ
く
生
産
は
、
必
然
的
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
の
統
制
を
受
け
、
ま
た
指
針
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。
』
ハ
ン
セ
ン
の
見
解
の
重
要
な
点
を
み
て
き
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
消
費
者
中
心
志
向
の
典
型
的
表
現
が
そ
こ
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
消
費
者
↓
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
↓
生
産
↓
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
↓
消
費
者
、
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
定
義
か
ら
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
ハ
ン
セ
ン
は
企
業
の
根
本
目
的
た
る
利
潤
と
の
関
係
を
全
く
隠
蔽
し
、
消
費
者
満
足
が
あ
た
か
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
、
従
っ
て
企
業
の
目
的
で
あ
る
か
の
ご
と
く
取
扱
っ
て
い
る
。
消
費
者
の
欲
求
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
の
は
、
ー
そ
れ
が
決
し
て
十
分
行
な
わ
れ
る
と
は
い
い
難
い
も
の
で
あ
る
が
ー
ま
さ
に
独
占
が
最
大
限
の
利
潤
を
得
え
よ
う
と
す
る
一
っ
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ハ
ワ
ー
ド
は
、
初
版
に
お
い
て
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
は
、
広
汎
な
販
売
問
題
を
と
り
扱
う
経
営
管
理
(
c
o
m
p
a
n
y
m
,
 
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
の
一
分
野
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
は
通
常
、
価
格
、
広
告
と
他
の
販
売
促
進
、
販
売
管
理
、
製
造
す
べ
き
製
品
の
種
類
、
お
よ
び
使
う
べ
き
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
経
路
な
ど
、
各
種
の
デ
シ
ジ
ョ
ン
に
責
任
を
も
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
、
そ
の
領
域
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
の
責
任
項
目
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
で
（
以
下
改
訂
版
に
よ
る
）
、
ン
・
メ
ー
キ
ン
グ
過
程
の
基
本
的
側
面
の
一
っ
は
、
統
制
可
能
な
も
の
(the
controlable)
と
統
制
不
可
能
な
も
の
(the
uncontro, 
さ
て
、
ぅ゚
ハ
ワ
ー
ド
の
管
理
論
は
、
ハ
ワ
ー
ド
(
J
.
A
•
H
o
w
a
r
d
)
の
見
解
を
、
主
と
し
て
改
訂
版
の
「
M
a
r
k
e
t
i
n
g
M
a
a
g
e
m
e
n
t
:
 Analysis a
n
d
 planning, 
1
9
6
3
.
」
で
み
よ
う
。
＊
童
更
は
、
四
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
部
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
の
性
質
と
範
囲
」
(
-
—
二
章
）
第
二
部
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
環
境
」
（
三
—
九
章
）
、
第
三
部
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
決
定
」
(
+
ー
十
四
章
）
、
第
四
部
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
の
体
系
化
に
大
き
い
貢
献
を
示
し
た
初
版
（
一
九
五
七
年
）
の
質
的
側
面
を
大
巾
に
改
善
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
管
理
の
見
地
と
デ
シ
ジ
ョ
ン
中
心
の
立
場
で
、
手
法
は
分
析
的
で
あ
り
行
動
科
学
の
成
果
を
利
用
し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
行
動
の
原
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
ン
グ
組
織
」
（
十
五
章
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
C
、
ハ
ワ
ー
ド
の
見
解
ハ
ワ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
は
種
々
の
要
因
に
直
面
す
る
が
、
の
重
要
な
策
謀
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
や
消
費
者
大
衆
に
最
大
の
享
受
を
与
え
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ヽ
富
ヽ
ヽ
ヽ
見
地
は
我
国
の
少
な
か
ら
ぬ
俗
流
学
者
に
影
響
を
与
え
た
点
か
ら
も
、
そ
の
虚
偽
の
意
識
は
強
く
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
等
の
か
か
る
七
六
「
デ
シ
ジ
ョ
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現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
で
あ
り
、
価
格
、
広
告
お
よ
び
人
的
販
売
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
の
任
務
は
、
こ
れ
ら
の
手
段
を
用
い
て
最
上
の
可
能
な
適
応
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
。
統
制
不
可
能
要
因
は
、
上
図
に
み
る
よ
う
に
、
需
要
(
d
e
m
a
n
d
)
、
競
争
(
c
o
m
p
e
-
tition)
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
法
律
(
m
a
r
k
e
t
i
n
g
l
a
w
)
、
流
通
機
構
(structu-
r
e
 
o
f
 d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
)
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
以
外
の
費
用
(
n
o
n
m
a
r
k
e
t
i
n
g
cost) â 
n
u
 
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
会
社
は
あ
る
程
度
統
制
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
快
に
分
析
す
る
た
め
に
統
制
で
き
な
い
も
の
と
仮
定
す
る
。
統
制
可
能
要
因
は
、
製
品
変
化
(
p
r
o
d
u
c
t
v
a
r
i
a
t
i
o
n
)
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
経
路
(
m
a
r
k
e
t
i
n
g
c
h
a
n
n
e
l
s
)
、
価
格
(price)
、
広
りHu 
告
(advertising)
、
人
的
販
売
(
p
e
r
s
o
n
a
l
selling)
の
五
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
五
つ
の
手
段
の
う
ち
、
よ
り
基
本
的
・
長
期
的
決
定
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
製
品
変
化
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
経
路
一
定
の
製
品
、
一
定
の
経
路
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
と
す
る
。
各
要
因
の
決
定
は
通
,1 
閥
lable)
と
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
諸
要
因
を
二
つ
に
区
分
す
る
。
こ
の
区
分
論
は
ハ
ワ
ー
ド
に
お
い
て
初
め
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
が
多
か
れ
少
な
か
れ
統
制
不
可
能
と
み
る
要
因
は
、
会
社
の
社
会
的
、
政
治
的
お
よ
び
経
済
的
環
境
を
含
む
。
統
制
可
能
要
因
は
、
会
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
で
あ
る
。
そ
れ
は
統
制
不
可
能
な
環
境
へ
の
適
応
の
手
段
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
の
任
務
は
、
会
社
の
利
益
を
伸
ば
す
た
め
に
こ
れ
ら
の
手
段
を
変
化
す
る
環
境
に
創
造
的
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
(to
a
d
a
p
t
 creatively)
で
あ
る
。
次
の
図
表
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
の
中
心
的
諸
要
因
を
示
す
。
甜
外
側
の
五
角
形
は
環
境
を
示
し
、
内
側
の
五
角
形
は
会
社
が
環
境
に
適
応
し
う
る
手
段
を
示
す
。
環
境
の
各
辺
は
会
社
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
は
有
利
な
機
会
へ
会
社
を
導
き
う
る
適
応
の
手
段
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
の
マーケティング以外の費用
で
あ
っ
て
、
七
七
“上8
常
高
度
に
相
互
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
の
主
な
仕
事
は
、
ト
ー
ク
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
閥
・
プ
ラ
ン
の
作
成
と
統
制
」
に
お
か
れ
る
。
か
か
る
「
ト
ー
ク
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
は
そ
の
複
雑
性
の
た
め
に
徐
々
に
つ
く
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
新
製
品
が
決
定
さ
れ
、
流
通
経
路
が
選
定
さ
れ
、
価
格
が
設
定
さ
れ
、
広
告
計
画
が
つ
く
ら
れ
、
販
売
力
の
問
題
が
決
め
ら
れ
る
。
し
か
し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
要
因
の
各
々
が
他
の
要
因
と
ー
競
う
と
い
う
ヽ
ヽ
閥
よ
り
ー
一
致
す
る
よ
う
に
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
は
全
体
の
会
社
計
画
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
、
、
、
、
、
以
上
み
た
よ
う
に
、
ハ
ワ
ー
ド
は
統
制
不
可
能
要
因
と
統
制
可
能
要
因
を
区
別
し
、
後
者
に
よ
る
前
者
へ
の
創
造
的
適
応
を
強
調
す
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
の
任
務
は
ト
ー
ク
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
の
作
成
と
統
制
で
あ
る
こ
と
も
み
た
。
と
こ
ろ
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
シ
ジ
ョ
ン
の
基
準
と
な
る
も
の
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
利
潤
で
あ
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
「
最
大
随
の
長
期
期
待
利
潤
(
m
a
x
i
m
u
m
e
x
p
e
c
t
e
d
 l
o
n
g
,
t
e
r
m
 profit)
」
こ
れ
で
あ
る
。
な
お
他
に
代
る
基
準
(alternatives)
と
し
て
、
山
市
場
占
有
度
ー
ー
・
こ
れ
は
と
き
と
し
て
決
定
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
例
え
ば
広
告
予
算
を
無
限
に
す
る
危
険
が
あ
る
。
②
絶
対
販
売
量
ー
ー
こ
れ
は
景
気
下
降
の
と
き
な
ど
重
大
な
誤
り
と
な
る
。
⑱
対
人
販
売
の
支
出
総
額
ー
通
常
、
前
年
と
同
額
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
経
済
は
調
整
を
必
要
と
す
る
の
で
よ
く
な
い
。
④
消
費
者
満
足
の
最
大
化
、
等
を
あ
げ
批
判
し
て
い
る
。
最
後
の
山
に
つ
い
て
、
ハ
ワ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
消
費
者
満
足
の
最
大
化
は
、
と
き
ど
き
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
目
的
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
利
潤
の
役
割
に
つ
い
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
文
献
の
こ
の
混
乱
は
、
著
者
達
が
会
社
的
観
点
と
社
会
的
銀
点
と
の
間
に
注
意
深
い
区
別
を
し
な
い
が
た
め
に
生
じ
た
」
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
シ
ジ
ョ
皿
ン
の
基
準
と
し
て
消
費
者
満
足
だ
け
を
使
う
こ
と
は
や
が
て
会
社
を
破
産
法
廷
に
投
げ
こ
む
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
消
費
者
満
足
論
（
た
と
え
ば
先
の
ハ
ン
セ
ン
）
を
批
判
し
て
い
る
。
ハ
ワ
ー
ド
の
こ
う
し
た
批
判
的
見
解
は
正
当
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
＾
ワ
ー
ド
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
シ
ジ
ョ
ン
の
基
準
は
あ
く
ま
で
も
利
潤
で
あ
り
、
長
期
期
待
利
潤
の
極
大
化
で
あ
り
、
こ
れ
が
目
的
で
あ
る
と
す
る
。
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
七
八
449 
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諭
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
D
、
②
 
境
を
開
拓
し
支
配
す
る
手
段
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ら
か
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
と
よ
り
、
七
九
以
上
が
ハ
ワ
ー
ド
管
理
論
の
核
心
で
あ
る
。
我
々
は
、
以
上
の
論
述
か
ら
こ
こ
で
次
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
山
国
家
独
占
資
本
主
義
の
下
で
、
長
期
利
潤
の
極
大
化
を
目
的
と
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
と
っ
て
統
制
不
可
能
と
さ
れ
た
諸
要
‘
 
因
は
、
果
し
て
巨
大
独
占
企
業
に
と
っ
て
も
統
制
不
可
能
で
あ
る
か
。
む
し
ろ
統
制
可
能
化
要
因
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
段
は
、
白
髪
教
授
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
た
ん
な
る
環
境
へ
の
適
応
手
段
で
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
環
③
重
要
な
点
と
し
て
、
後
述
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
管
理
論
と
対
照
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
消
費
者
と
の
関
連
が
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
は
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
理
念
と
考
え
ら
れ
る
消
費
者
中
心
志
向
が
明
確
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
四
な
い
。
従
っ
て
ま
た
そ
れ
は
オ
ク
セ
ン
フ
ェ
ル
ト
(
A
.
R
.
O
x
e
n
f
e
l
d
t
)
の
い
う
「
市
場
標
的
(
m
a
r
k
e
t
targets)
の
明
確
化
」
が
明
ハ
ワ
ー
ド
は
、
消
費
者
行
動
の
極
め
て
詳
細
な
研
究
を
需
要
分
析
の
個
所
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
消
費
者
の
選
択
(alternative)
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
決
定
行
動
の
分
析
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
を
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
消
費
者
中
心
志
向
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と
、、
は
い
え
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
見
解
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
(
E
.
J
.
M
c
C
a
r
t
h
y
)
の
見
解
を
、
質
量
と
も
初
版
に
く
ら
べ
改
善
さ
れ
て
い
る
改
訂
版
「
B
a
s
i
c
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 :
 A
 
m
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 a
p
p
r
o
a
c
h
,
 1
9
6
4
.
」
の
中
で
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。
本
書
は
、
第
一
章
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
の
重
要
論
題
を
と
り
上
げ
、
二
章
以
下
八
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
A
部
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
と
分
析
へ
の
序
論
」
（
ニ
ー
六
章
）
、
B
部
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
顧
客
中
心
志
向
で
あ
る
」
（
七
ー
十
章
）
、
C
部
「
製
品
」
(
+
-
l十
五
章
）
、
D
部
「
場
所
」
（
十
六
ー
ニ
十
一
章
）
、
E
部
「
販
450 
売
促
進
」
（
二
十
ニ
ー
ニ
十
四
章
）
、
F
部
「
価
格
」
(
1
一
十
五
ー
ニ
十
九
章
）
、
G
部
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
統
合
」
（
三
十
章
）
、
H
部
「
我
が
経
済
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ー
結
論
」
(
-
―
-
+
―
章
）
以
上
で
あ
る
。
本
書
の
接
近
方
法
は
、
副
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
況
を
経
四
営
者
の
眼
を
通
し
て
み
る
」
立
場
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
な
商
品
別
、
制
度
的
、
機
能
的
接
近
は
す
べ
て
彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
•
閲
に
統
合
さ
れ
る
と
の
べ
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
の
分
析
手
法
は
、
現
代
マ
ー
ゲ
テ
ィ
ソ
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
の
ち
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
顧
客
な
い
し
消
費
者
に
そ
の
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
所
に
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
さ
て
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ほ
顧
客
を
満
足
さ
せ
且
つ
企
業
の
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
生
産
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
”
者
か
ら
消
費
者
な
い
し
使
用
者
へ
の
財
貨
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
を
規
制
す
る
経
営
諸
活
動
の
遂
行
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
定
義
は
A
.
M
.
A
の
定
義
に
「
顧
客
を
満
足
さ
せ
且
つ
企
業
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
(in
o
r
d
e
r
 to 
satisfy c
u
s
t
o
m
e
r
s
 a
n
d
 
閥
a
c
c
o
m
p
l
i
s
h
 t
h
e
 firm's 
objectives)
」
を
迪
心
tmし
た
占
aに
結
ば
武
が
本
ご
る
。
A
.
M
.
A
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
前
生
産
活
動
の
躙
意
味
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
論
者
も
あ
る
が
、
彼
は
、
生
産
に
先
行
す
る
諸
活
動
に
決
定
を
与
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
顧
客
の
満
足
と
い
う
点
は
、
彼
の
定
義
の
「
重
要
な
部
分
」
と
さ
れ
て
い
る
。
企
業
諸
目
的
と
は
、
長
期
的
に
は
利
潤
で
あ
る
と
し
て
も
短
期
的
に
は
種
々
の
目
的
が
あ
り
、
若
干
の
も
の
は
利
潤
目
的
と
一
致
し
な
い
場
合
を
想
定
し
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
統
制
不
可
能
要
因
の
一
っ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
顧
客
の
満
足
と
利
潤
目
的
と
の
関
係
は
何
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
に
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
企
業
に
利
潤
を
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、
従
っ
て
利
潤
は
ま
た
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
企
業
能
率
の
ラ
フ
な
尺
度
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
と
述
べ
、
「
こ
の
い
み
で
企
業
の
目
標
と
顧
客
の
目
標
は
競
う
も
の
で
は
な
い
」
と
両
者
の
共
存
共
栄
論
を
展
開
す
る
。
ハ
ワ
ー
ド
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
八
〇
451 
る。
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諭
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
と
こ
ろ
で
、
顧
客
の
位
置
づ
け
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
論
で
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
。
、
、
、
、
、
、
、
マ
ッ
カ
ー
ツ
ー
に
よ
れ
ば
、
顧
客
を
顧
客
一
般
と
し
て
取
扱
わ
ず
、
企
業
の
立
場
か
ら
一
定
の
顧
客
集
団
(a
g
i
v
e
n
 g
r
o
u
p
 of 
斡
c
u
s
t
o
m
e
r
s
)
を
対
象
と
す
べ
き
だ
、
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
は
、
こ
の
一
定
の
顧
客
集
団
に
狙
い
を
定
め
た
計
画
ー
換
言
す
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
ー
を
展
開
し
、
そ
の
実
行
と
統
制
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
に
は
、
二
つ
の
段
階
過
程
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
標
的
市
場
(target
m
a
r
k
e
t
)
 
の
選
定
図
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
展
開
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
山
は
企
業
が
訴
求
を
望
む
顧
客
の
特
定
集
団
の
選
定
で
あ
り
、
③
は
こ
の
標
的
集
団
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
企
業
が
組
合
せ
を
企
て
る
諸
要
素
の
選
択
で
あ
る
。
か
か
る
二
段
階
規
定
は
す
で
に
オ
ク
セ
ン
フ
ェ
ル
ト
(A.R.Ofenfeldt)
閲
場
戦
略
の
形
成
」
な
る
論
文
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ン
ィ
グ
努
力
の
焦
点
で
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
標
的
市
場
を
明
確
化
し
た
の
ち
、
八
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
論
を
展
開
す
る
。
彼
は
、
ミ
ッ
ク
ス
の
構
成
要
因
す
な
わ
ち
変
数
を
四
つ
に
限
定
す
る
。
そ
れ
は
製
品
(product)
、
場
所
(place)
、
販
売
促
進
(
p
r
o
m
o
t
i
o
n
)
、
価
格
(price)
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
四
つ
の
P
」
と
よ
ぶ
。
こ
れ
ら
は
相
互
関
連
的
で
あ
り
、
戦
略
目
標
で
あ
る
標
的
顧
客
集
団
に
焦
準
し
て
ミ
ッ
ク
ス
が
形
成
さ
れ
る
。
次
の
図
は
こ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
顧
客
(
c
u
s
t
o
m
e
r
.
初
版
で
は
c
o
n
s
u
m
e
r
)
:
!
;
!
す
べ
て
の
マ
ー
ケ
テ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
れ
ば
、
全
企
業
努
力
の
焦
点
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
す
、
、
‘
ヽ
•
「
要
す
る
に
、
我
々
の
問
題
は
適
正
な
場
所
で
利
用
で
き
、
適
正
な
方
法
で
販
売
促
進
さ
れ
、
適
正
な
価
格
で
手
に
入
れ
う
る
適
正
な
製
品
を
も
っ
て
我
々
の
標
的
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
は
変
化
す
る
諸
条
件
の
中
で
「
最
良
の
」
が
「
市
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能
外
的
要
因
で
あ
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
を
制
約
し
、
価
な
い
。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
マ
ー
ケ
テ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
展
開
を
任
務
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
に
お
い
て
、
当
然
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
五
項
目
で
あ
る
。
山
文
化
的
・
社
会
的
環
境
(cultural
a
n
d
 social 
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
 §
 
政
治
的
・
法
律
的
環
境
(political
a
n
d
 legal e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
~
経
済
的
環
境
(
e
c
o
n
o
m
i
c
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
~
現
存
の
企
業
構
造
(
e
x
i
s
t
i
n
g
business structure) §
会
社
の
資
源
と
諸
目
的
(resources
a
n
d
 objectives of t
h
e
 firm)
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
か
れ
は
そ
れ
ら
と
共
に
、
ま
た
は
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
活
動
せ
ね
ば
な
ら
以
上
、
我
々
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ソ
を
み
て
き
た
。
そ
の
分
析
方
法
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
ハ
ワ
ー
ド
の
管
理
論
と
類
似
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
顧
客
な
い
し
消
費
者
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
に
お
き
、
し
か
も
顧
客
一
般
と
せ
ず
市
場
標
的
を
明
確
化
し
た
点
は
、
ハ
ワ
ー
ド
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。
他
面
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
定
義
に
み
ら
れ
る
顧
客
満
足
と
企
業
目
的
は
、
ハ
ン
セ
ン
と
ハ
ワ
ー
ド
の
折
衷
と
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
調
和
論
は
、
現
代
経
営
学
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
責
任
論
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
局
面
で
顧
客
中
心
の
思
考
を
前
面
に
お
し
だ
し
た
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
独
占
資
本
の
本
質
を
歪
曲
し
た
危
機
の
表
現
で
あ
る
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
八
453 
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
し
か
し
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
現
代
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
い
て
、
顧
客
な
い
し
消
費
者
中
心
志
向
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
さ
ら
に
は
企
業
全
体
の
基
本
哲
学
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
お
い
て
も
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ザ
ー
(
W
.
L
a
z
e
r
)
、
ケ
リ
ー
(
E
.
J
•
K
e
l
l
e
y
)
の
見
解
を
、
我
々
は
、
か
れ
ら
の
編
集
に
も
と
づ
く
「
M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
M
a
r
k
e
t
i
n
g
 
"perspectives a
n
d
 viewpoints.
」
の
一
九
六
二
年
改
訂
版
「
編
集
者
あ
と
が
き
」
の
論
文
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。
か
れ
ら
の
接
近
方
法
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
初
版
に
比
べ
て
非
常
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
我
国
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
示
し
、
す
で
に
松
井
清
教
授
に
よ
っ
て
紹
介
と
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
固
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
論
文
は
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
六
つ
の
側
面
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
即
ち
、
山
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
問
題
へ
の
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
②
消
費
者
主
権
③
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
④
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
の
企
業
者
機
能
⑥
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
想
と
科
学
の
発
展
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
こ
で
全
文
の
詳
細
な
考
察
を
せ
ず
に
、
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
つ
か
み
、
そ
の
中
で
消
費
者
の
位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
明
確
に
決
定
さ
れ
た
会
社
の
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
市
場
機
会
の
諸
領
域
の
評
価
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
為
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
組
織
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
供
与
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
要
因
の
監
査
と
調
整
を
ふ
く
む
諸
過
程
と
諸
活
動
を
包
含
す
る
。
そ
れ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
問
題
へ
の
創
造
的
、
革
新
者
的
な
経
営
担
当
E
、
レ
ザ
ー
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ド
に
か
ん
し
て
提
起
し
た
類
似
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
ケ
リ
ー
の
見
解
八
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(3) (2) (1) 
の
連
繋
゜
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
効
果
的
管
理
の
適
用
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
四
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
セ
プ
ト
（
初
版
で
は
、
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
）
は
、
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
他
の
企
業
諸
活
動
と
の
相
互
作
用
お
よ
び
相
互
関
係
を
認
識
す
る
。
そ
れ
は
経
営
管
理
に
か
か
わ
る
す
べ
て
に
対
す
る
基
礎
的
意
義
の
発
展
で
あ
る
。
こ
の
概
念
が
共
同
の
哲
学
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
き
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
経
営
行
為
の
全
シ
ス
テ
ム
を
企
画
す
る
基
礎
と
な
る
。
経
営
の
基
本
的
戦
略
は
、
市
場
の
必
要
、
勢
力
お
よ
び
機
会
の
基
礎
の
上
で
考
察
さ
れ
、
遂
行
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
共
同
の
生
き
る
道
と
な
り
、
消
費
者
が
会
社
の
利
益
状
態
と
諸
目
的
と
両
立
す
る
よ
う
な
方
法
で
、
消
費
問
題
を
解
決
す
る
の
を
援
助
す
る
と
い
う
究
極
の
目
標
を
も
つ
経
営
組
織
と
そ
の
作
用
の
哲
学
と
な
る
。
」
以
上
の
文
章
の
中
に
、
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
何
を
意
味
す
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ネ
ジ
、、
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
単
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
他
の
企
業
諸
活
動
と
の
相
互
作
用
と
相
互
関
、
、
、
、
係
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
経
営
管
理
全
体
の
基
本
哲
学
と
な
り
、
全
シ
ス
テ
ム
の
企
画
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
場
合
、
「
消
費
者
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ま
た
究
極
的
に
は
全
企
業
活
動
が
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
焦
点
(focal p
o
i
n
t
)
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
今
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
消
費
者
を
焦
点
と
す
る
広
大
な
且
つ
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
の
ツ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
連
繋
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
広
告
代
理
店
、
金
融
機
関
お
よ
び
運
輸
機
関
な
ど
の
外
的
環
境
と
の
連
繋
゜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
会
社
内
部
の
財
務
、
生
産
な
ど
他
の
経
営
機
能
と
の
連
繋
゜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
内
部
の
広
告
、
人
的
販
売
、
製
品
開
発
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
な
ど
諸
活
動
の
効
果
的
統
合
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
八
四
マ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
為
の
シ
ス
テ
ム
観
察
外
部
的
環
境
技
術
的
睛
力
企
業
の
経
営
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
企
業
詰
磯
能
ー＇七
三 ＿II↓
行
為
シ
ス
テ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
渚
”
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
緯
織
と
価
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
1平
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現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
個
こ
れ
ら
の
連
繋
関
係
は
、
前
頁
の
図
解
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
図
解
は
、
会
社
の
諸
目
標
が
、
顧
客
を
満
足
に
導
く
購
買
決
定
を
連
絡
す
る
特
殊
市
場
細
分
の
上
で
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
の
諸
機
能
の
正
し
い
遂
行
は
、
財
と
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
流
通
の
各
ミ
ッ
ク
ス
を
含
む
ト
ー
ク
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
計
画
と
実
施
で
あ
る
。
こ
れ
が
市
場
細
分
に
働
き
か
け
る
。
企
業
の
何
ら
か
の
経
営
行
為
シ
ス
テ
ム
は
、
会
社
の
使
命
、
会
社
の
人
的
、
物
理
的
お
よ
び
財
務
的
資
源
と
、
外
部
的
構
造
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
努
力
は
す
べ
て
全
企
業
シ
ス
テ
ム
の
枠
の
中
で
行
な
わ
れ
る
。
外
側
の
長
方
形
は
、
企
業
の
管
理
の
統
制
を
大
き
く
こ
え
る
外
部
的
環
境
諸
力
を
示
す
。
こ
れ
ら
は
企
業
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
為
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
る
。
以
上
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
重
の
枠
組
の
中
で
遂
行
さ
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
は
、
ま
さ
に
細
分
化
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
顧
客
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
従
っ
て
全
企
業
活
動
が
消
費
者
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
そ
こ
で
、
彼
ら
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
の
二
つ
の
本
質
的
使
命
は
、
山
企
業
の
市
場
関
係
的
諸
資
源
を
動
員
し
指
導
し
、
消
費
者
の
欲
求
と
必
要
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
機
会
に
乗
ず
る
こ
と
、
②
会
社
の
管
理
者
と
従
業
員
を
、
消
費
者
中
心
志
向
を
も
っ
て
経
営
行
為
に
鼓
吹
す
る
の
を
助
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の
ば
あ
い
「
経
営
の
意
志
決
定
に
対
す
る
消
費
者
中
心
志
向
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
概
念
に
と
っ
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
べ
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
か
く
し
て
、
消
費
者
は
王
様
の
見
地
の
承
認
、
従
っ
て
ま
た
消
費
者
中
心
志
向
は
、
現
代
企
業
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
「
消
費
者
中
心
志
向
の
会
社
(a
c
o
n
s
u
m
e
r
 oriented c
o
m
p
a
n
y
)
は
、
会
社
の
全
資
源
が
現
存
お
よ
び
潜
在
的
な
、
利
益
あ
る
市
場
機
会
の
範
囲
に
調
和
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
会
社
は
会
社
の
諸
資
源
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
闘
そ
の
他
を
現
実
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
目
標
の
達
成
に
向
っ
て
配
分
し
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
機
会
に
乗
ず
る
地
位
に
あ
る
」
と
を
い
み
す
る
。
八
六
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現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
成
功
へ
の
鍵
は
、
消
費
者
中
心
志
向
に
基
づ
く
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、
定
量
的
方
法
と
行
動
科
学
に
よ
る
科
学
的
な
消
費
者
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
高
度
に
計
画
化
さ
れ
た
企
業
者
機
能
が
発
揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
最
も
利
益
あ
る
有
効
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
閾
グ
管
理
者
は
、
た
え
ず
産
出
高
を
最
善
な
ら
し
め
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
投
入
の
ミ
ッ
ク
ス
を
見
い
出
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
ミ
ッ
ク
ス
、
流
通
の
ミ
ッ
ク
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
ト
ー
ク
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
が
形
成
さ
れ
る
。
「
実
際
、
n
 
6
 
益
の
あ
る
で
あ
ろ
う
ミ
ッ
ク
ス
の
決
定
と
実
行
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
の
基
本
的
仕
事
は
、
八
七
マ
一
定
の
時
点
で
最
も
利
以
上
の
よ
う
に
、
消
費
者
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
、
従
っ
て
ま
た
全
企
業
活
動
の
焦
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
更
に
、
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
は
、
か
か
る
消
費
者
を
戦
略
目
標
と
し
て
最
大
の
利
潤
を
あ
げ
る
ト
ー
ク
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
遂
行
を
行
な
う
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
消
費
者
の
満
足
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
条
件
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
消
費
者
が
会
社
の
利
益
状
態
と
諸
目
的
と
両
立
す
る
よ
う
な
方
法
で
消
費
問
題
を
解
決
す
る
の
を
援
助
す
る
と
い
う
究
極
の
目
標
を
果
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
役
割
の
一
っ
は
、
「
消
費
者
を
知
的
に
、
社
会
的
に
、
道
徳
的
に
開
発
閾
す
る
た
め
、
ド
ル
と
時
間
の
支
出
増
大
を
奨
励
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
利
潤
獲
得
と
消
、
、
、
、
、
、
、
費
者
の
文
化
的
向
上
を
調
和
さ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
こ
に
企
業
の
生
き
る
道
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
現
段
階
に
お
い
て
、
消
費
者
大
衆
を
無
視
し
て
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
松
井
教
授
の
闘
批
判
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
本
の
論
理
か
ら
当
然
、
利
潤
の
獲
得
の
み
が
そ
の
目
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
文
化
的
向
上
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
目
標
に
か
ん
し
て
は
、
我
々
は
、
ま
さ
に
こ
れ
と
は
逆
に
文
化
的
・
社
会
的
腐
朽
化
の
促
進
、
経
済
的
堕
落
の
促
進
の
中
に
マ
458 
さ
れ
て
い
る
。
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
い
か
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
我
々
は
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
研
究
の
主
要
な
学
者
の
見
解
を
み
て
き
た
。
に
入
る
こ
れ
ら
の
諸
見
解
を
み
る
と
、
そ
こ
に
―
つ
の
共
通
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
的
流
通
と
す
る
の
で
な
く
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
の
、
従
っ
て
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
行
な
う
行
動
の
原
理
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
見
地
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
問
題
解
決
、
意
志
決
定
、
計
画
が
重
視
さ
れ
、
他
面
、
我
々
の
考
察
対
象
と
し
て
の
消
費
者
中
心
志
向
に
か
ん
し
て
は
、
こ
れ
を
明
確
に
う
ち
出
す
も
の
と
、
明
確
に
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
し
か
し
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
論
」
や
「
顧
客
選
好
」
の
問
題
、
者
中
心
志
向
の
展
開
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
前
提
と
す
る
見
地
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
考
察
の
限
り
で
は
、
消
費
者
中
心
志
向
を
明
確
に
表
現
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
ー
ド
）
が
、
実
は
、
企
業
の
従
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
主
要
目
的
を
利
潤
の
獲
得
と
し
て
明
確
に
設
定
し
た
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
に
み
ら
れ
る
消
費
者
満
足
論
で
あ
り
、
更
に
、
利
潤
獲
得
と
消
費
者
満
足
の
調
和
を
主
張
す
る
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
、
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
利
害
調
和
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
消
費
者
満
足
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
ス
の
中
心
に
消
費
者
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
要
約
ハ
ン
セ
ン
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
お
よ
び
レ
ザ
ー
、
ハ
ワ
ー
ド
は
そ
の
点
明
確
に
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
も
と
よ
り
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
（
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
、
ハ
ワ
ハ
ワ
ー
ド
の
購
買
者
行
動
の
詳
細
な
分
析
等
は
、
あ
る
い
み
で
消
費
ケ
リ
ー
は
明
瞭
に
消
費
者
中
心
志
向
を
う
ち
出
し
て
い
る
。
フ
ェ
ル
ド
ー
ル
ン
に
み
ら
れ
た
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
諸
活
動
が
統
合
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
範
疇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
社
会
八
八
,459 
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
(1) 
と
も
か
く
、
消
費
者
中
心
志
向
の
積
極
論
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
明
確
に
し
な
か
っ
た
消
極
論
な
い
し
前
提
・
所
与
論
に
つ
い
て
も
、
今
後
消
費
者
中
心
志
向
は
更
に
強
調
さ
れ
る
内
在
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
し
、
そ
の
実
践
ー
独
占
へ
の
奉
仕
ー
の
た
め
に
消
費
者
行
動
の
一
層
の
分
析
研
究
が
数
学
・
統
計
学
・
社
会
学
・
心
理
学
・
社
会
心
理
学
・
経
営
学
・
経
済
学
等
々
の
知
識
の
導
入
に
よ
っ
て
精
力
的
に
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
消
費
者
中
心
志
向
は
、
ま
さ
に
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
、
従
っ
て
ま
た
企
業
の
生
き
る
道
と
規
定
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
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我
々
は
、
前
節
に
お
い
て
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
消
費
者
中
心
志
向
を
整
理
し
た
の
ち
、
今
後
か
か
る
傾
向
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
結
局
の
と
こ
ろ
顧
客
な
り
消
費
者
な
り
に
結
び
つ
か
ざ
る
を
え
な
い
以
上
、
そ
れ
は
、
、
、
、
、
本
来
的
に
、
消
費
者
志
向
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
べ
き
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
消
費
者
中
心
志
向
(
c
o
n
s
u
m
e
r
orientation)
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
消
費
者
を
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
終
点
に
お
い
て
認
識
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
や
投
資
の
始
点
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
識
す
る
。
い
わ
ば
・
フ
ォ
ー
カ
ス
消
費
者
に
始
ま
り
消
費
者
に
終
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
も
消
費
者
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
と
な
り
、
企
業
存
続
・
成
長
の
可
否
を
決
定
す
る
鍵
と
の
認
識
に
立
ち
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
計
画
と
統
合
を
強
調
す
る
見
地
を
意
味
す
る
。
か
か
る
意
味
を
も
つ
消
費
者
中
心
志
向
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
消
費
者
志
向
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
性
格
を
も
っ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
や
一
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
定
の
経
済
的
基
盤
の
上
で
消
費
者
志
向
か
ら
消
費
者
中
心
志
向
に
質
的
転
化
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
す
で
に
、
と
り
わ
け
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
、
レ
ザ
ー
、
ケ
リ
ー
の
研
究
の
中
に
明
瞭
な
形
態
で
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
実
際
上
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
(General
Electoric C
o
m
p
a
n
y
)
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
計
画
過
程
を
示
す
次
の
図
解
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
同
社
の
副
社
長
(
P
.
.
R
担
当
）
ガ
レ
ッ
ト
(P.
Garrett)
は
消
費
者
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(53) (52) (50 (50) 
戦
後
に
お
け
る
消
費
者
中
心
志
向
の
本
質
的
特
徴
I
b
i
d
.
,
 
P
.
6
9
1
.
 
I
b
i
d
.
,
 
P. 6
9
2
.
 
I
b
i
d
.
P`
.
 683. 
松
井
清
『
前
掲
書
』
七
ニ
ー
七
三
頁
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
「
す
べ
て
の
企
業
ー
大
企
業
も
小
企
業
も
ー
に
と
っ
て
最
九
G
-
E
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
過
程
ー
「
利
益
へ
の
道
」
全
般
管
理
の
総
合
計
画
，
 
主
要
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
計
画
統
合
機
能
計
画
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
目
標
の
設
定
製
品
種
同
・
決
定
市
場
の
確
認
販
売
経
路
の
選
定
政
策
の
設
定
額客
調
査
と
技
術
、
製
造
、
財
務
、
法
律
、
従
業
員
お
よ
び
P
・
R
か
ら
の
事
実
、
ア
イ
デ
ア
お
よ
ぴ
援
助
C9ォ
（注）
E
.
S
.
M
c
k
a
y
.
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P
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現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諭
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
高
の
要
請
は
か
れ
ら
の
存
在
が
消
費
者
の
、
消
費
者
に
よ
る
、
消
費
者
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
進
路
を
計
画
す
る
こ
a
 
と
で
あ
る
。
」
と
。
こ
こ
で
、
我
々
に
と
っ
て
は
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
か
か
る
消
費
者
中
心
志
向
が
何
故
に
必
然
化
す
る
の
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
資
本
主
義
は
全
般
的
危
機
の
第
二
段
階
に
突
入
し
た
。
単
一
世
界
市
場
の
崩
壊
、
植
民
地
の
独
立
運
動
の
高
揚
、
冷
戦
体
制
と
い
う
条
件
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
国
家
独
占
資
本
主
義
は
軍
事
経
済
を
体
制
的
に
発
展
せ
し
め
、
軍
事
科
学
技
術
の
発
展
と
民
間
技
術
の
展
開
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
を
中
心
と
す
る
技
術
革
新
の
産
業
独
占
へ
の
適
用
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る
生
産
と
投
資
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
技
術
革
新
に
基
づ
く
も
の
と
規
定
で
き
る
。
戦
後
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
下
で
の
技
術
革
新
は
、
国
家
に
よ
る
金
融
•
財
政
援
助
、
加
速
度
償
却
の
保
障
、
国
家
市
湯
の
拡
大
・
確
保
、
人
為
的
購
買
力
の
創
出
、
技
術
労
働
者
の
創
出
と
確
保
お
よ
び
流
通
機
構
の
整
備
等
々
の
如
き
諸
条
件
を
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
荼
盤
と
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
技
術
革
新
は
、
戦
後
恐
慌
の
周
期
短
縮
現
象
で
顕
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
不
安
定
性
、
不
確
実
性
お
よ
び
危
機
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
占
資
本
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
依
拠
し
て
技
術
革
新
を
長
期
安
定
市
場
の
見
透
し
の
も
と
、
、
、
、
、
に
遂
行
し
て
も
結
局
破
綻
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
独
占
資
本
に
よ
る
投
資
と
い
え
ど
も
、
独
占
間
競
争
に
立
12 
つ
以
上
、
右
の
ご
と
き
合
理
的
遂
行
の
外
に
、
競
争
相
手
に
対
す
る
「
対
抗
技
術
革
新
」
の
ご
と
き
、
合
理
的
配
慮
に
も
と
ず
く
と
い
、
、
、
、
、
、
う
よ
り
市
場
支
配
欲
の
盲
目
的
先
行
に
基
づ
く
技
術
革
新
競
争
、
従
っ
て
生
産
の
無
政
府
性
と
矛
盾
の
爆
発
を
結
果
す
る
こ
と
を
忘
れ
図
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
技
術
革
新
が
独
占
資
本
の
生
産
を
規
定
す
る
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
我
々
は
消
費
者
中
心
志
向
の
必
然
性
を
も
た
ら
す
荼
本
要
因
を
独
占
資
本
の
生
産
、
従
っ
て
技
術
革
新
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
に
、
技
術
革
新
は
資
本
の
有
機
的
構
成
を
極
度
に
高
度
化
す
る
。
そ
れ
は
生
産
力
を
飛
躍
的
に
増
大
せ
し
め
る
と
同
時
に
労
働
者
階
級
の
貧
困
化
お
よ
び
利
潤
率
の
低
落
傾
向
を
深
化
さ
せ
、
市
湯
問
題
を
一
段
と
激
化
さ
せ
、
独
占
資
本
の
市
場
占
拠
率
を
め
ぐ
る
斗
争
を
激
烈
な
も
の
に
す
る
。
第
二
に
、
技
術
革
新
は
そ
れ
自
体
変
化
で
あ
り
、
し
か
も
巨
額
の
固
定
資
本
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
新
製
品
の
続
発
、
広
告
手
段
等
々
を
中
心
と
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
短
期
大
量
生
産
と
短
期
大
量
販
売
を
期
す
る
た
め
現
在
お
よ
び
潜
在
の
特
定
消
費
者
集
団
の
確
保
が
急
務
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
今
や
特
定
消
費
者
集
団
の
確
保
と
拡
大
が
企
業
の
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
消
費
者
中
心
志
向
が
ま
さ
に
独
占
資
本
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、
さ
き
に
指
摘
し
た
基
本
要
因
と
関
連
あ
る
次
の
よ
う
な
諸
条
件
が
消
費
者
中
心
志
向
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
消
費
者
の
必
要
と
欲
求
の
急
速
な
変
化
、
そ
の
積
極
的
開
拓
と
適
応
の
不
可
欠
性
の
増
大
、
第
二
に
、
計
量
的
管
理
技
術
の
急
速
な
進
展
と
そ
の
利
用
の
増
大
、
第
三
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
経
路
支
配
に
よ
る
消
費
者
と
の
接
触
傾
向
の
増
大
、
第
四
に
、
交
通
機
関
の
発
展
と
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
急
激
な
発
展
に
よ
る
そ
の
利
用
機
会
の
増
大
で
あ
る
。
以
上
の
諸
要
因
、
諸
条
件
が
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
消
費
者
中
心
志
向
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
し
た
根
拠
と
い
え
よ
う
。
今
後
ま
す
ま
す
独
占
資
本
に
と
っ
て
消
費
者
中
心
志
向
は
組
織
的
に
も
戦
略
的
に
も
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
消
費
者
中
心
志
向
は
、
そ
の
意
識
形
態
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
「
虚
偽
の
意
識
」
を
生
産
す
る
。
独
占
資
本
が
、
顧
客
の
必
要
を
満
山
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
り
、
最
大
利
潤
の
追
求
で
は
な
く
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
顧
客
の
創
造
を
目
的
と
圃
岡
し
た
り
、
利
潤
目
的
を
「
低
次
の
見
地
に
立
つ
」
も
の
と
み
な
す
等
々
の
見
解
が
独
占
の
弁
護
論
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
独
占
は
最
大
限
の
利
潤
追
求
と
い
う
資
本
の
論
理
の
外
で
行
動
す
る
の
で
は
な
い
。
労
働
搾
取
の
強
化
、
非
独
占
資
466 
本
の
圧
迫
、
商
業
資
本
の
排
除
・
従
属
化
に
よ
る
流
通
過
程
の
支
配
、
独
占
価
格
に
よ
る
消
費
者
大
衆
の
系
統
的
収
奪
お
よ
び
外
国
市
‘
 
場
の
搾
取
と
収
奪
等
々
が
独
占
資
本
の
行
動
論
理
と
し
て
実
践
さ
れ
る
。
か
か
る
独
占
の
「
主
体
的
行
動
の
論
理
」
は
、
消
費
者
は
王
岡
様
の
理
念
に
よ
っ
て
、
い
か
よ
う
に
消
費
者
大
衆
に
低
姿
勢
的
接
近
を
し
よ
う
と
、
そ
れ
は
「
明
ら
か
に
資
本
の
譲
歩
で
あ
る
」
と
の
見
解
が
全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
よ
そ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
資
本
の
譲
歩
は
あ
り
え
な
い
。
消
費
者
中
心
志
向
の
実
践
が
、
多
彩
な
弁
護
論
の
展
開
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
、
消
費
者
運
動
の
発
展
や
消
費
者
保
護
立
法
の
発
展
を
結
果
し
て
い
る
点
は
今
後
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
で
あ
ろ
う
。
消
費
者
中
心
志
向
は
、
ま
さ
に
現
代
の
危
機
に
お
け
る
苦
悩
す
る
独
占
資
本
の
最
後
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
生
産
中
心
志
向
か
ら
消
費
者
中
心
志
向
へ
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
と
い
う
表
現
ほ
ど
経
済
の
本
質
を
歪
曲
し
た
錯
倒
は
な
い
。
こ
れ
が
ま
さ
に
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
圃
一
方
で
は
、
定
量
的
方
法
や
行
動
科
学
に
よ
る
「
諸
学
関
連
的
接
近
(Interdisciplinary
A
p
p
r
o
a
c
h
)
」
を
採
用
し
、
統
合
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
ス
を
ま
す
ま
す
磨
き
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
は
、
独
占
に
よ
る
消
費
者
中
心
志
向
の
遂
行
、
社
会
的
に
は
消
費
者
中
心
主
義
の
空
虚
な
強
調
が
精
力
的
に
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
消
費
者
大
衆
は
、
こ
こ
に
、
ま
す
ま
す
市
場
標
的
と
し
て
明
確
化
さ
れ
、
そ
の
標
的
か
ら
逃
れ
う
る
す
べ
も
な
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
集
中
的
攻
撃
目
標
と
さ
れ
よ
う
。
賂
し
い
新
製
品
の
洪
水
、
飽
く
な
き
広
告
戦
、
独
占
価
格
等
の
渦
中
に
あ
る
我
が
消
費
者
大
衆
は
、
た
と
え
そ
の
ア
プ
ロ
ー
暉
皿
チ
が
低
姿
勢
で
あ
ろ
う
と
も
結
局
や
っ
と
買
っ
た
商
品
が
束
の
間
に
廃
物
化
さ
れ
、
未
来
所
得
ま
で
可
能
な
か
ぎ
り
収
奪
さ
れ
る
。
か
か
る
事
態
が
消
費
者
中
心
志
向
の
「
輝
か
し
い
戦
果
」
で
な
く
て
何
ん
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
消
費
者
中
心
志
向
の
も
つ
「
快
感
な
響
き
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
全
く
逆
に
独
占
資
本
に
よ
る
消
費
者
大
衆
に
対
す
る
最
後
の
収
奪
方
式
で
あ
る
と
い
う
本
質
を
得
る
に
至
っ
た
。
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
然
的
行
動
方
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諭
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
）
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T
h
e
 practice of m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
.
現
代
経
営
研
究
会
訳
『
現
代
の
経
営
』
四
一
頁
以
下
。
山
東
茂
一
郎
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
の
基
礎
』
三
二
頁
松
井
清
『
経
済
学
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
九
七
式
と
し
て
の
消
費
者
中
心
志
向
は
、
現
代
独
占
資
本
の
も
つ
内
在
的
矛
盾
の
一
展
開
形
態
と
い
え
よ
う
。
B.R. 
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p
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森
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二
次
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続
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M
a
n
a
g
e
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i
a
l
M
a
r
k
e
t
i
n
g
の
現
代
的
性
格
に
つ
い
て
」
『
経
営
研
究
』
第
四
一
号
一
0
頁
以
下
を
み
よ
。
多
く
の
人
に
み
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
H.
L
a
z
o
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n
d
 A. Corbin, M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
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M
a
r
k
e
t
i
n
g
`
1
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r
e
f
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a
r
k
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i
n
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a
n
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＞
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。
＾
ッ
カ
ー
ド
『
浪
費
を
つ
く
り
出
す
人
々
』
（
南
•
石
川
訳
）
に
よ
る
と
、
廃
物
化
は
機
能
、
品
質
、
欲
望
の
一
二
つ
の
側
面
で
遂
行
さ
れ
る
。
（
同
書
五
九
頁
）
本
書
の
中
で
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
決
定
に
も
と
ず
く
、
品
質
の
悪
化
、
寿
命
の
短
縮
化
、
欲
望
の
操
縦
の
事
例
が
事
実
に
も
と
ず
い
て
多
数
論
証
さ
れ
て
い
る
。
未
来
所
得
の
収
奪
は
消
費
者
大
衆
の
借
金
と
い
う
形
を
と
る
。
ア
メ
リ
カ
の
全
世
帯
の
う
ち
、
六
0
％
が
借
金
し
て
お
り
、
そ
の
一
―
―
-
％
は
五
百
ド
ル
以
下
、
二
九
形
は
五
百
ド
ル
以
上
で
あ
る
。
F.Linden,
"
C
o
n
s
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m
e
r
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six a
g
e
s
 of 
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a
n
a
g
e
r
i
a
l
 
M
a
r
k
e
t
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n
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p
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p
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c
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v
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n
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b
y
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.
 L
a
z
e
r
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n
d
 E.J•Kelley, 
1962. 
P. 111. 
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続
き
消
費
者
中
心
主
義
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
我
々
は
、
以
上
に
お
い
て
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
我
々
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
歴
史
的
過
程
を
大
雑
把
で
あ
る
が
こ
れ
を
一
瞥
し
た
。
か
か
る
考
察
の
中
で
、
消
費
者
中
心
志
向
、
消
費
者
志
向
、
消
費
者
中
心
主
義
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
把
握
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
元
来
消
費
者
志
向
を
具
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
、
消
費
者
中
心
主
義
は
社
会
的
次
元
で
強
調
さ
せ
る
べ
き
性
質
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
の
認
識
、
消
費
者
中
心
志
向
は
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
で
全
面
的
に
開
花
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
の
認
識
を
え
た
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
区
別
の
強
調
は
、
実
は
こ
れ
ま
で
の
一
般
の
見
解
が
か
な
ら
ず
し
も
こ
れ
ら
を
明
確
に
表
現
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
基
ず
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
明
確
化
に
力
点
を
お
き
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
決
し
て
こ
れ
ら
を
区
別
意
識
に
お
い
て
の
み
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
第
一
期
、
第
二
期
を
通
じ
て
、
消
費
者
志
向
の
存
在
は
明
白
で
あ
り
、
し
か
も
消
費
者
研
究
の
増
大
過
程
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
々
は
こ
れ
を
ば
消
費
者
志
向
の
増
大
過
程
と
し
て
把
握
し
た
。
と
り
わ
け
、
三
0
年
代
に
消
費
者
中
心
主
義
の
強
調
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
ふ
れ
た
。
し
か
し
、
我
々
の
い
う
第
二
期
に
お
け
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
認
識
把
据
の
点
で
な
お
今
後
の
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
我
々
は
、
消
費
者
志
向
の
質
的
転
化
と
し
て
の
消
翡
者
中
心
志
向
の
全
面
的
開
花
と
展
開
を
ま
さ
に
第
三
期
の
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
中
に
見
い
出
し
た
。
そ
こ
で
は
消
費
者
中
心
志
向
の
積
極
論
と
消
極
論
が
あ
る
こ
と
、
更
に
消
極
論
と
い
え
ど
も
積
極
的
に
展
開
し
う
る
内
在
性
を
も
つ
こ
と
、
従
っ
て
消
費
者
中
心
志
向
は
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
に
お
い
て
更
に
一
層
展
開
さ
れ
る
必
然
性
を
も
つ
も
の
と
理
解
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
三
0
年
代
に
引
き
む
す
び
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
（
保
田
九
八
マ
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従
っ
て
、
現
代
独
占
企
業
の
主
体
的
行
動
の
論
理
の
な
か
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
費
者
志
向
が
消
費
者
中
心
志
向
に
質
的
転
化
し
、
消
費
者
が
主
体
的
行
動
の
焦
点
に
お
か
れ
、
こ
れ
を
め
ぐ
り
、
シ
ス
テ
ム
的
、
行
動
科
学
的
展
開
が
な
さ
れ
る
に
至
る
と
同
時
に
、
そ
の
消
費
者
中
心
志
向
的
行
動
は
消
費
者
中
心
主
義
の
強
調
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
な
が
ら
遂
行
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
然
的
行
動
方
式
と
し
て
の
消
費
者
中
心
志
向
と
、
社
会
的
認
識
と
し
て
の
消
費
者
中
心
主
義
を
区
別
す
る
認
識
が
必
要
で
あ
る
が
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
れ
と
同
時
に
両
者
の
相
互
作
我
々
の
考
察
は
、
問
題
の
広
範
囲
性
の
た
め
に
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
オ
ル
ダ
ー
ソ
ン
の
見
解
の
検
討
も
の
ち
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
と
も
か
く
我
々
は
、
本
稿
で
課
題
と
し
た
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
素
描
と
位
置
づ
け
及
び
そ
こ
に
み
ら
れ
た
消
費
者
中
心
志
向
の
本
質
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
用
と
相
互
関
連
性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
